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今
年
１
月
、
石
川
県
の
能
登
半

島
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の

地
震
が
発
生
し
、
北
海
道
か
ら
九

州
に
か
け
広
い
範
囲
で
揺
れ
を
観

測
し
ま
し
た
。
誰
も
が
新
し
い
年

の
平
穏
と
多
幸
を
願
う
元
日
の
夕

刻
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
建
物
の

倒
壊
や
大
規
模
火
災
の
発
生
な
ど

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く

の
方
々
が
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し

た
。

　

改
め
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
の
被
害
を
目
の
当

た
り
に
し
て
慄
然
た
る
思
い
を
抱

く
と
と
も
に
、
真
狩
村
と
し
て
も

村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
さ
ら
な
る
防
災
・
減
災
に
向

け
た
具
体
的
な
対
策
を
着
実
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
５
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染

症
法
上
５
類
に
移
行
い
た
し
ま
し

た
。
個
人
レ
ベ
ル
で
の
感
染
対
策

は
必
要
で
す
が
、
村
で
は
こ
れ
ま

で
縮
小
や
中
止
を
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
・
行
事
な
ど
も
通
常
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
開
催
と
な
っ
た
“
ほ

く
ほ
く
祭
り
”
で
は
、
村
内
外
か

　

ま
た
、
こ
の
夏
の
日
本
の
平
均

気
温
偏
差
は
１
８
９
８
年
の
統
計

開
始
以
降
で
最
も
高
く
な
り
、
北

海
道
で
も
真
夏
日
が
44
日
以
上
続

き
、
８
月
23
日
に
は
札
幌
で
観
測

史
上
最
高
気
温
36
・
３
℃
を
記
録

し
ま
し
た
。
真
狩
村
で
も
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
、
村

内
の
小
・
中
学
校
及
び
高
校
で
は

下
校
時
間
繰
り
上
げ
や
体
育
授

業
、
屋
外
活
動
及
び
部
活
動
を
中

止
す
る
な
ど
、
子
供
た
ち
を
守
る

た
め
の
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
猛
暑
は
今

後
も
予
想
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

健
康
面
の
リ
ス
ク
は
さ
ら
に
高
ま

り
ま
す
。
村
で
は
本
年
度
、
保
育

所
及
び
小
中
高
校
の
教
室
と
保
健

室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
と
健
や
か
な
成
長

の
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
、
本
村
は
開
基
１
３
０
年

を
迎
え
ま
す
。
原
生
林
に
阻
ま
れ

た
極
寒
の
こ
の
地
で
多
く
の
先
人

た
ち
が
厳
し
い
苦
難
に
耐
え
な
が

ら
新
時
代
を
拓
き
、
夢
と
伝
統
を

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
経
済
社
会
活
動
の
正
常

化
が
進
み
、
穏
や
か
に
回
復
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
的
な
物

令
和
６
年
度

　
　

村
政
執
行
方
針

真
狩
村
長　

岩
原　

清
一

村
政
執
行
の
基
本
姿
勢

行
財
政
に
つ
い
て

■
財
政
の
現
状
と
予
算
編
成

　

に
つ
い
て

　

そ
し
て
、
私
た
ち
が
今
、
村
の

未
来
に
目
を
向
け
た
と
き
に
、
打

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に

人
口
減
少
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
、

真
狩
村
第
２
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
の
基
本
目
標
と
な
っ
て

い
る
「
お
お
む
ね
２
０
０
０
人
と

い
う
人
口
規
模
を
維
持
す
る
」
を

踏
ま
え
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る

保
育
所
に
お
け
る
体
制
の
充
実
や

保
育
料
減
免
、
妊
産
婦
期
か
ら
の

子
育
て
相
談
・
支
援
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
村
全
体
で
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代

を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
日
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
村
民
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も

※
村
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針
と
も
に
、　

３
月
８
日
の
第
１
回
定
例
議
会
で
述
べ
た
も
の
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

に
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
な

が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
や
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス

チ
ナ
戦
争
、
更
に
は
、
危
機
が
続

く
朝
鮮
半
島
、
中
国
と
台
湾
の
緊

張
は
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
と
物
価
高
騰
を
招
き
、
日
常

生
活
や
事
業
活
動
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
村
で
は
村

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
適
時
適
切
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
真

狩
村
が
節
目
を
迎
え
る
今
、
新
時

代
の
第
一
歩
を
村
民
の
皆
様
と
共

に
し
っ
か
り
と
踏
み
出
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ら
多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
会

場
に
は
活
気
と
笑
顔
に
溢
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
と
の
長
く
辛
い
闘
い

は
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
た
と
い

え
ま
す
。

価
高
騰
や
各
国
の
金
融
引
き
締
め

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
我
が
国
の

経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
村
で
も
、
国
の
経
済
対
策
の

動
向
に
十
分
注
視
す
る
と
と
も
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■
安
全
で
安
心
な
村
づ
く
り

　

に
つ
い
て

■
行
政
諸
事
務
に
つ
い
て

に
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔

軟
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
で
き
る
行
政
運
営
を
進
め
て
い

か
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
６
年
度
の
予
算
で
あ
り
ま

す
が
、
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

32
億
６
２
８
５
万
９
千
円
と
な

り
、対
前
年
度
比
３
・
０
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
、一
般
会
計
予
算
は
、

26
億
７
５
４
２
万
６
千
円
と
な

り
、対
前
年
度
比
１
・
０
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
村
税

で
、
農
業
所
得
の
減
収
や
個
人
住

民
税
の
定
額
減
税
に
よ
る
減
収
を

見
込
み
、
前
年
度
か
ら
１
５
８
９

万
５
千
円
減
額
の
課
税
標
準
額
２

億
１
７
０
５
万
１
千
円
を
見
込
み

ま
し
た
。
収
入
割
合
が
56
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は
、
実
績
と
国

の
動
向
な
ど
を
勘
案
し
、
前
年
度

か
ら
１
千
万
円
増
額
の
15
億
２
千

万
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設

整
備
基
金
な
ど
の
基
金
を
１
億
１

６
６
３
万
８
千
円
取
崩
し
、
収
支

の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
教
育
費
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
購
入
や
高
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
な
ど
に
よ
り
９
０
５
３
万
円

の
増
加
、
農
林
水
産
業
費
の
道
営

　

本
年
度
は
、
村
長
選
挙
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
選
挙
事
務
の
適
正
な

管
理
執
行
に
努
め
、
投
開
票
事
務

作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
、
公
正
な
選
挙
事
務
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
や
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
急
激

に
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
喫
緊
の

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
大
型
化

し
た
台
風
や
集
中
豪
雨
、
猛
暑
な

ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
や
、

大
規
模
地
震
の
発
生
な
ど
、
全
国

各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
本
村
で
は
、
甚
大
な
被
害

を
伴
う
災
害
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
災
害
は
、
い
つ
・
ど
こ

で
起
き
る
か
予
測
が
で
き
ま
せ

ん
。
今
後
も
災
害
時
に
備
え
た
非

常
用
食
料
等
の
備
蓄
を
計
画
的
に

課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
職
員
一
人
一
人
が
経

営
的
な
視
点
を
持
ち
、
今
後
の
財

政
状
況
を
認
識
し
た
上
で
危
機
感

を
持
ち
、
各
施
策
の
優
先
度
や
重

要
度
を
見
極
め
る
体
質
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
種
職
員

研
修
へ
の
派
遣
な
ど
、
職
員
の
意

識
・
能
力
の
向
上
及
び
組
織
の
活

性
化
に
努
め
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業
や

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事

業
な
ど
に
よ
り
３
０
１
９
万
円
増

加
が
あ
る
も
の
の
、
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
・
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
整
備
工

事
や
村
道
北
８
線
道
路
改
良
舗
装

工
事
な
ど
の
完
了
に
よ
り
、
総
額

で
前
年
度
を
１
・
０
％
下
回
る
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
全
般
に
わ
た
る
コ
ス
ト
意

識
を
一
層
高
め
な
が
ら
、
経
費
の

節
減
に
よ
る
予
算
の
執
行
と
村
税

を
は
じ
め
と
す
る
積
極
的
な
歳
入

の
確
保
を
図
り
、
安
定
し
た
財
政

基
盤
の
維
持
に
努
め
、
地
方
創
生

に
対
応
し
た
行
政
事
務
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

力
強
い
農
業
づ
く
り
と
持
続
的
な
発
展

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
積

雪
量
は
多
か
っ
た
も
の
の
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
植
付
な
ど
春
耕
作

業
は
平
年
よ
り
１
週
間
程
早
く
順

調
に
進
み
ま
し
た
が
、
7
月
か
ら

の
記
録
的
な
猛
暑
や
干
ば
つ
の
影

響
に
よ
り
、
野
菜
全
般
に
軟
腐
等

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
作
物
の
生
育

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
ま
た
、

虫
害
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
ま
し

た
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
規
制
等
が
緩
和
さ
れ
、

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
農
畜
産
物
の
消
費
は
依
然
と

厳
し
く
、
引
き
続
き
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
長
引
く
国
際
紛
争
や
円

安
経
済
は
、
農
業
分
野
に
お
い
て

生
産
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
、
農
業

経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
に
よ
り
、
地
域
共
同
で

行
な
う
多
面
的
機
能
を
支
え
る
活

動
や
、
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を

図
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
地
域

農
業
を
担
う
主
要
な
農
業
者
や
先

進
的
な
農
業
経
営
の
確
立
に
意
欲

的
な
担
い
手
に
対
し
て
、
農
業
機

械
等
の
取
得
を
支
援
す
る
、
経
営

体
育
成
支
援
事
業
や
担
い
手
確

保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
等
に
つ

い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

の
た
め
、
G
P
S
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ

ス
テ
ム
導
入
補
助
に
つ
い
て
支
援

し
ま
す
。

令和６年度　村政執行方針

進
め
る
と
と
も
に
、
真
狩
村
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
意
識

の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
防
災
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
災

害
時
に
、
避
難
場
所
の
除
雪
や
資

材
運
搬
を
迅
速
に
行
う
た
め
タ
イ

ヤ
シ
ョ
ベ
ル
の
購
入
を
行
い
ま

す
。

　

消
防
・
救
急
行
政
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

火
災
予
防
体
制
に
万
全
を
期
す
地

域
消
防
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な

存
在
で
あ
る
消
防
団
に
つ
い
て

は
、
団
員
定
数
を
確
保
し
な
が
ら

必
要
な
安
全
装
備
品
の
整
備
等
を

進
め
、
現
場
活
動
の
向
上
と
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

村
民
を
交
通
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
村
民
参
加
に
よ
る
交
通
安
全

運
動
を
推
進
す
る
ほ
か
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
国

の
財
政
支
援
を
活
用
し
、
7
町
村

で
設
置
し
た
「
よ
う
て
い
地
域
消

費
生
活
相
談
窓
口
」
を
維
持
す
る

と
と
も
に
、
消
費
者
相
談
の
取
組

を
積
極
的
に
推
進
す
る
な
ど
、
消

費
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
の
消
費
者
行
政
に
取
り
組
み

ま
す
。
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活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

　

脱
炭
素
に
つ
い
て
、
村
全
体
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
う
ち
、
家

庭
か
ら
の
排
出
量
が
約
15
％
を
占

め
る
中
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
導

入
す
る
住
宅
等
に
対
し
、
１
家
庭

あ
た
り
20
万
円
を
支
給
す
る
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
美
し
い
農

村
風
景
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

残
す
た
め
に
、
森
林
整
備
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
の
温

暖
化
対
策
に
向
け
た
取
り
組
を
進

め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
と
し
て
、
社

地
区
村
有
地
に
造
成
し
た
約
1
万

㎡
の
分
譲
地
に
つ
い
て
、
早
期
完

売
を
目
指
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

す
。

　

急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ

の
対
応
と
し
て
、
役
場
組
織
の
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
煩
雑
な
住
民
手
続
き
改

善
の
た
め
の
D
X
に
つ
い
て
も
取

り
組
を
進
め
ま
す
。

　

長
期
化
し
て
い
る
物
価
高
騰
の

影
響
に
よ
り
、
商
工
業
者
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
村
内
経

済
の
持
続
性
を
確
保
す
る
と
と
も

中
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
進

め
る
こ
と
で
更
な
る
利
用
者
増
に

つ
な
げ
て
公
園
の
活
性
化
を
進
め

ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
及
び
し
尿

処
理
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み

減
量
化
に
つ
な
が
る
啓
蒙
・
啓
発

な
ど
を
進
め
、
適
切
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

が
施
行
さ
れ
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
交
付
が
増
収
と
な
る
見
込
み
か

ら
、
将
来
に
向
け
て
効
果
的
な
活

用
を
検
討
し
ま
す
。

　

村
有
林
の
整
備
に
お
い
て
は
、

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け

た
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
の
森

林
整
備
の
た
め
、
植
林
や
下
刈
り

な
ど
適
切
な
森
林
施
業
を
行
い
ま

す
。

　

ヒ
グ
マ
・
エ
ゾ
シ
カ
・
ア
ラ
イ

グ
マ
等
の
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害

防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会

な
ど
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
巡
回
及
び
捕
獲
活

動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
侵
入

防
止
柵
等
の
購
入
費
助
成
を
引
き

続
き
行
な
い
、
併
せ
て
、
ヒ
グ
マ

と
の
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

専
門
家
も
含
め
て
対
策
を
検
討

し
、
事
故
や
農
業
被
害
の
防
止
・

軽
減
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

に
、
小
規
模
事
業
者
等
の
育
成
・

強
化
を
図
る
た
め
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
行
動

規
制
が
解
除
さ
れ
、
観
光
需
要
の

高
ま
り
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
真
狩
村
観
光
協
会
と
の
連
携

に
よ
る
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

ま
っ
か
り
温
泉
や
ユ
リ
園
コ

テ
ー
ジ
で
は
、
回
数
券
利
用
者
数

の
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
今

後
も
指
定
管
理
者
で
あ
る
真
狩
村

商
工
会
と
連
携
し
、
利
用
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
適
正
な
施
設
管

理
に
努
め
ま
す
。

　

道
の
駅
真
狩
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
に
は
、
令
和
５
年
度
に
整
備

し
た
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
が
本
格
的
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
村
内
外
の
親

子
が
楽
し
め
る
施
設
と
し
て
適
正

な
施
設
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
シ
ダ
ッ

ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
と
連
携
し
、
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
と
の
相
乗
効
果
を
生

み
、
魅
力
あ
る
施
設
運
営
に
努
め

ま
す
。

　

羊
蹄
山
自
然
公
園
で
は
、
依
然

と
し
て
続
く
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
の

前
年
度
に
引
き
続
き
、
畜
産
経
営

の
影
響
緩
和
と
安
定
し
た
経
営
継

続
を
支
援
す
る
、
畜
産
業
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

真
狩
村
が
生
産
量
日
本
一
を
誇

る
、
ゆ
り
根
の
持
続
的
な
生
産
を

実
現
す
る
た
め
に
、
ゆ
り
根
種
子

購
入
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て
は
、
よ

う
て
い
乳
牛
検
定
組
合
運
営
事
業

補
助
を
引
き
続
き
行
な
い
、
村
営

美
原
牧
場
に
つ
い
て
も
、
資
材
等

の
高
騰
に
対
応
し
、
引
き
続
き
指

定
管
理
者
に
よ
る
健
全
で
効
果
的

な
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

民
有
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
に
よ

る
植
栽
事
業
補
助
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
下
刈
事
業
補
助

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
個
人
住
民

税
か
ら
徴
収
さ
れ
る
森
林
環
境
税
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村
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
を
意

識
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
事
が
重
要
で
す
。
乳
幼
児
期
か

ら
高
齢
者
ま
で
継
続
し
た
生
活
習

慣
の
改
善
と
疾
病
の
早
期
発
見
の

た
め
の
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
等

の
受
診
機
会
の
拡
大
や
保
健
指
導

を
と
お
し
て
健
康
意
識
の
醸
成
を

図
り
ま
す
。

　

本
年
11
月
に
、
新
館
棟
の
建
設

完
成
を
目
指
し
て
い
る
倶
知
安
厚

生
病
院
で
す
が
建
築
資
材
等
の
高

騰
に
よ
り
、
工
事
費
が
増
額
と
な

り
ま
す
。
社
会
情
勢
の
今
後
の
変

化
等
を
踏
ま
え
、
倶
知
安
厚
生
病

院
第
２
期
整
備
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
「
君
の
椅

子
」
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
移
住
定
住
の
促
進
の
た

め
保
育
所
利
用
者
負
担
金
は
、
引

き
続
き
減
額
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
生

活
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
っ
か
り
保
育
所
で
は
、
猛
暑

な
ど
の
異
常
気
象
等
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
、
本
年
度
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
木

製
の
大
型
遊
具
の
更
新
な
ど
保
育

環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

子
育
て
を
す
る
家
庭
の
相
互
交

流
の
場
と
し
て
、
真
狩
村
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
う
ゆ
う
」

　

村
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
北
７
線
通
り
舗
装

補
修
工
事
、
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

に
つ
い
て
は
、
６
号
橋
補
修
工
事

の
ほ
か
、
13
号
橋
補
修
設
計
な
ど

道
路
及
び
橋
梁
の
長
寿
命
化
に
向

け
た
計
画
的
な
修
繕
を
進
め
ま

す
。
そ
の
ほ
か
村
道
及
び
河
川
の

維
持
補
修
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

要
望
や
破
損
状
況
な
ど
、
緊
急
性

の
あ
る
も
の
を
優
先
に
実
施
し
ま

す
。

　

除
雪
事
業
に
つ
い
て
は
、
冬
期

間
の
安
全
な
交
通
確
保
と
快
適
な

生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
効
果
的

な
除
排
雪
に
努
め
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、「
真

狩
村
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
既
存
公
営
住
宅

の
屋
根
塗
装
・
外
壁
改
修
工
事
な

ど
、
長
期
的
活
用
や
住
宅
環
境
の

改
善
を
図
り
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
、
憩

い
、
交
流
の
場
と
し
て
適
正
に
維

持
管
理
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

各
種
大
会
の
実
施
な
ど
、
利
用
者

数
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
社
会
資
本
の
維
持
と

農
業
基
盤
の
整
備

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
と
も

に
、
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
と

水
質
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基

づ
き
、
老
朽
化
の
進
展
状
況
を
考

慮
し
た
実
施
計
画
を
策
定
し
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
な
ど
施
設
の
維
持
管

理
を
行
い
、
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
に
努
め
ま
す
。

　

農
業
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
「
道
営
水
利
施
設

等
保
全
高
度
化
事
業
」
に
よ
り
、

区
画
整
理
・
暗
渠
排
水
等
の
工
事

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
受
益
農

家
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
、
農

業
経
営
の
体
質
強
化
を
図
り
ま

す
。

を
拠
点
に
、
子
育
て
相
談
、
情
報

提
供
、
各
種
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
家
庭
と
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
子
育
て
に
対

す
る
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
産

前
産
後
期
間
の
保
険
料
を
減
額

し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
公

平
な
も
の
と
す
る
た
め
、
昨
年
に

引
き
続
き
保
険
税
賦
課
限
度
額
を

2
万
円
引
き
上
げ
1
0
6
万
円
に

改
正
し
ま
す
。

　

野
の
花
診
療
所
で
は
、
本
年
度

も
適
切
な
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
医
療
機
器
の
更

新
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

は
、『
第
9
期
真
狩
村
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
』
に
基
づ
き
事
業
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
・
推
進
に
向
け
取
組
を
進
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
大
切
に

し
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

令和６年度　村政執行方針

健
康
と
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
む
ら
づ
く
り
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夢
や
希
望
を
育
む
教
育
条
件
整
備

　

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
変
化

す
る
時
代
に
対
応
で
き
る
「
確
か

な
学
力
」
を
育
む
た
め
、
児
童
生

徒
の
資
質
・
能
力
や
興
味
・
関
心

な
ど
を
的
確
に
捉
え
、「
個
別
最

適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

の
一
体
的
な
充
実
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
一
人
一
台
端
末
の

効
果
的
な
活
用
を
は
じ
め
、
乗
入

れ
授
業
や
教
科
担
任
制
、
習
熟
度

別
学
習
な
ど
、
指
導
方
法
や
指
導

体
制
の
工
夫
改
善
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
特
別
の
教
科
道
徳
」
を

要
に
全
教
育
活
動
を
通
し
て
道
徳

教
育
の
充
実
に
努
め
、
人
間
尊
重

の
精
神
や
自
他
の
生
命
を
尊
重
す

る
態
度
、
規
範
意
識
や
公
平
・
公

正
な
判
断
力
等
、
豊
か
な
心
を
育

み
、
い
じ
め
ゼ
ロ
の
学
校
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
と
地
域
が
連
携
・

協
働
し
て
学
校
運
営
に
取
り
組
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
充

実
を
図
り
、
地
域
に
開
か
れ
、
地

域
の
教
育
資
源
を
活
か
し
た
活
動

を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
義
務

教
育
9
年
間
を
見
通
し
た
教
育
活

動
や
小
中
で
の
合
同
研
修
の
実
施

な
ど
、
現
行
の
「
6
・
3
制
」
の

■
学
校
教
育
の
推
進

■
社
会
教
育
の
推
進

む
す
び

　

令
和
4
年
3
月
、
議
会
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
本
村
は
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言
し
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
今
年
2
月
に

「
真
狩
村
地
域
再
エ
ネ
導
入
戦
略
」

と
し
て
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
中
で
地
産
地
消
で
き
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
組
み

づ
く
り
と
将
来
に
向
け
た
公
共
施

設
で
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な

ど
、
気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
向

け
た
効
果
的
な
取
組
を
全
課
で
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
予
算

規
模
は
、
26
億
７
５
４
２
万
6
千

円
で
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
予
算
規
模
は
、
32
億
６

２
８
５
万
9
千
円
と
前
年
度
比
率

3
・
0
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

村
の
財
政
は
、
引
き
続
き
厳
し

い
局
面
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
全

な
財
政
運
営
に
向
け
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
事
業
の
執
行
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
民
の
皆
様
、
真
狩
村
村
議
会

の
皆
様
の
御
理
解
と
お
力
添
え
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和

６
年
度
村
政
執
行
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

枠
組
み
の
中
で
小
中
一
貫
教
育
を

進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
別
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
支
援
が
的
確
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
各
学
校
に
学
習
支
援

員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ま
っ
か
り
ク
ラ
ブ
」

で
、
学
び
の
保
障
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
ル
ー
ム
「
談
」
の
有
効
活
用

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手
を
2

名
体
制
と
し
、
さ
ら
な
る
実
践
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
と
異
文
化
理
解
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

高
校
教
育
に
お
い
て
は
、
地
域

に
愛
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
、
コ
ー
ス
性
の

特
色
を
活
か
し
た
教
育
を
展
開

し
、
農
業
や
食
に
関
す
る
専
門
性

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て

地
域
産
業
を
担
う
人
材
を
育
成
し

ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
教
育
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し

て
、
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
主

体
的
に
生
き
る
力
を
育
み
、
心
豊

か
で
行
動
力
と
人
間
関
係
構
築
力

の
あ
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

　

進
路
指
導
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
業
見
学
な
ど

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
教
育
相
談
や
進
路
相

談
に
基
づ
く
き
め
細
か
な
指
導
に

努
め
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
進
路

を
切
り
拓
く
全
て
の
生
徒
を
全
面

的
に
支
え
ま
す
。

　

生
徒
募
集
に
つ
い
て
は
、
学
校

訪
問
や
保
護
者
説
明
会
な
ど
を
通

し
て
、
本
校
の
実
績
や
魅
力
と
と

も
に
、
寮
や
各
種
助
成
制
度
の
積

極
的
な
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
第
10
期
社
会
教
育
中
期
計
画

な
ど
各
種
計
画
に
基
づ
き
、
家
庭

教
育
、
少
年
教
育
、
成
人
・
高
齢

者
教
育
な
ど
年
代
ご
と
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
や
活
動
の

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
財
保
護
の
普
及
啓

発
や
芸
術
文
化
活
動
と
し
て
の
発

表
・
鑑
賞
の
機
会
を
広
め
る
芸
術
・

文
化
の
振
興
と
年
齢
や
性
別
に
関

係
な
く
共
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
つ
な
が
る
中
で
体
力
の
増
進

を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な

ど
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
携

を
も
と
に
、
学
び
や
活
動
の
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習

推
進
組
織
へ
の
支
援
を
継
続
し
、

生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
努
め
ま
す
。

p2_10.indd   6 2024/04/03   14:27:32



7

令
和
６
年
度

　

教
育
行
政
執
行
方
針

　

教
育
長　

齊
藤　

信
之

令和６年度　教育行政執行方針

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
情

報
技
術
の
急
速
な
進
展
な
ど
に
よ

り
価
値
観
や
生
活
様
式
が
大
き
く

変
わ
る
と
と
も
に
、
気
候
や
国
際

情
勢
の
変
動
な
ど
変
化
が
激
し
く

先
行
き
不
透
明
な
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
よ

り
よ
く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

自
ら
の
良
さ
や
可
能
性
を
認
識
す

る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
を

尊
重
し
、
協
働
し
な
が
ら
社
会
の

変
化
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
豊
か
な
人
生
を
切

り
拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
と
な
る
た
め
の
資
質
・
能
力

を
育
む
こ
と
が
教
育
の
使
命
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

を
迎
え
、
誰
も
が
豊
か
な
人
生
を

お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

涯
に
わ
た
り
自
由
に
、
主
体
的
に

学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
多
様
な

人
々
と
交
流
し
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
世
代
を
問
わ
ず
誰
も
が
学

び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

義
務
教
育
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
複
雑
で
変
化
の
激

し
い
社
会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
信
を
も
っ
て
自
分
の
人

生
を
歩
み
、
よ
り
よ
い
社
会
と
幸

福
な
人
生
の
創
り
手
と
な
る
た
め

の
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
各
学
校
に
お

い
て
は
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
家

庭
や
地
域
と
連
携
・
協
働
し
て
教

育
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う

教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
に
努
め

る
と
と
も
に
、
評
価
・
改
善
を
通

し
た
教
育
活
動
の
質
的
向
上
と
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

変
化
す
る
時
代
に
対
応
で
き
る

「
確
か
な
学
力
」の
育
成
に
あ
た
っ

て
は
、
育
て
た
い
資
質
・
能
力
を

明
確
に
し
、
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
日
々

の
授
業
改
善
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
個
別
最
適
な
学

び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一

体
的
な
充
実
に
向
け
、
一
人
一
台

端
末
の
効
果
的
な
活
用
を
は
じ

め
、乗
入
れ
授
業
や
教
科
担
任
制
、

習
熟
度
別
学
習
な
ど
、
指
導
方
法

や
指
導
体
制
の
工
夫
改
善
に
努
め

ま
す
。

づ
き
、
全
て
の
教
職
員
が
定
義
と

組
織
的
対
応
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
未
然
防
止
と
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
村
内
全
校
種
の
児
童
生
徒
が

一
堂
に
会
す
る
「
真
狩
い
じ
め
ゼ

ロ
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
、

い
じ
め
防
止
に
主
体
的
に
取
り
組

む
態
度
と
実
践
力
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
「
健
や
か
な
体
」
の
育
成
に
あ

た
っ
て
は
、
心
身
の
調
和
の
取
れ

た
発
達
の
た
め
に
運
動
に
よ
り
体

力
を
養
う
と
と
も
に
、
望
ま
し
い

食
習
慣
な
ど
、
健
康
的
な
生
活
習

慣
を
形
成
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
実
態
を
踏
ま
え
て
体
育
科
の

授
業
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
家

庭
と
の
連
携
の
も
と
に
「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
飯
」
等
の
生
活
習

慣
の
定
着
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

栄
養
教
諭
の
専
門
性
を
活
か
し
、

学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
き
る
力
を
育
て
る

学
校
教
育
の
推
進

　
「
豊
か
な
心
」の
育
成
に
あ
た
っ

て
は
、
自
他
の
生
命
や
人
権
の
尊

重
、
規
範
意
識
、
公
平
・
公
正
な

判
断
力
な
ど
を
育
て
る
こ
と
が
大

切
で
す
。「
特
別
の
教
科
道
徳
」

を
要
に
全
教
育
活
動
を
通
し
て
道

徳
性
の
涵
養
に
努
め
る
他
、

村
内
全
校
種
に
お
い
て
「
命
の
輝

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、

人
権
意
識
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
早
期

の
発
見
・
対
応
に
加
え
、
教
師
と

児
童
生
徒
の
信
頼
関
係
の
中
で
全

て
の
児
童
生
徒
の
良
さ
や
可
能
性

を
伸
張
し
、
問
題
の
未
然
防
止
に

つ
な
が
る
発
達
支
持
的
生
徒
指
導

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
児

童
生
徒
理
解
に
基
づ
い
た
適
切
な

生
徒
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
学

び
合
い
、
共
有
し
、
学
校
組
織
と

し
て
対
処
し
得
る
体
制
を
整
え
ま

す
。

　

い
じ
め
根
絶
に
向
け
て
は
、
教

育
委
員
会
や
各
学
校
が
定
め
る

「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
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■
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

の
推
進

■
安
全
・
安
心
な

教
育
環
境
の
整
備

　

学
校
が
作
成
す
る
「
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
安
全
マ
ッ
プ
」

を
適
宜
見
直
し
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、
日
常
的
な
点
検
活
動
に
基

づ
く
危
険
予
知
と
対
応
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に

よ
る
登
校
時
の
見
守
り
活
動
を
は

じ
め
、
各
種
情
報
の
提
供
な
ど
、

地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
が
開
か
れ
、
家
庭
や
地
域

と
の
連
携
・
協
働
の
中
で
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
導
入
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
充
実

を
図
り
、
学
校
と
地
域
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
学
校
運
営
を
進
め
ま

す
。
学
校
経
営
方
針
の
見
え
る
化

を
図
り
、
地
域
の
力
を
生
か
し
た

学
校
運
営
や
教
育
活
動
を
進
め
、

教
育
活
動
の
充
実
と
学
校
改
善
に

つ
な
げ
ま
す
。

　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
今
日
的

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、小
・

中
学
校
の
総
力
に
よ
る
９
年
間
の

つ
な
ぎ
目
の
な
い
一
貫
し
た
教
育

が
必
要
で
す
。「
真
狩
村
小
中
一

貫
教
育
基
本
方
針
」
に
則
り
、
つ

な
ぎ
目
の
な
い
子
ど
も
主
体
の
学

校
づ
く
り
を
掲
げ
る
「
真
狩
シ
ー

ム
レ
ス
・
プ
ラ
ン
」
の
も
と
、
現

行
の
枠
組
み
の
中
で
系
統
性
・
連

続
性
を
重
視
し
、
相
互
の
乗
り
入

れ
授
業
や
児
童
会
・
生
徒
会
の
協

働
活
動
、
教
員
の
合
同
研
修
等
、

学
習
指
導
と
生
徒
指
導
を
両
輪
と

し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
ま

す
。

　

教
育
の
質
は
、
教
育
活
動
を
担

う
教
職
員
の
力
量
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、教
職
員
に
は
、

常
に
研
鑽
に
励
み
専
門
性
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
研
修
や

授
業
力
向
上
、
生
徒
指
導
や
特
別

支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
性
の
向

上
を
目
指
し
た
研
修
を
積
み
、
学

び
続
け
る
教
師
の
も
と
で
学
び
続

け
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

推
進
に
つ
い
て
は
、「
真
狩
村
立

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
行
動

計
画
」
に
則
り
、
子
ど
も
の
発
達

と
成
長
と
い
う
学
校
本
来
の
業
務

を
最
優
先
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

向
け
、
保
護
者
・
地
域
の
理
解
を

得
な
が
ら
取
組
を
進
め
ま
す
。　

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
個
々
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
合
理
的
配
慮
の
正
し
い
理
解

に
基
づ
く
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
推
進
が
大
切
で
す
。
真
狩
村
教

育
支
援
委
員
会
の
機
能
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
が

的
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
各
校
に
支

援
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
通

級
指
導
教
室
を
開
設
し
、
個
に
応

じ
た
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

き
め
細
か
な
支
援
と
学
び
の
連
続

■
社
会
の
変
化
や
教
育
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応

性
の
保
障
の
た
め
「
個
別
の
支
援

計
画
」
や
「
個
別
の
指
導
計
画
」

を
整
備
し
、
活
用
と
引
継
ぎ
の
徹

底
を
図
り
ま
す
。

　

個
別
の
理
由
に
よ
り
登
校
で
き

ず
に
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
て

は
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
共
感

的
な
理
解
と
受
容
の
姿
勢
を
持

ち
、
的
確
な
現
状
分
析
に
基
づ
い

た
具
体
的
な
支
援
が
大
切
で
す
。

別
室
登
校
や
時
差
登
校
の
他
、
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
や
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ま
っ
か
り
ク
ラ
ブ
」
な
ど

に
よ
る
学
び
の
保
障
に
努
め
る
と

と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

「
談
」
な
ど
、
教
育
相
談
の
機
会

を
継
続
的
に
確
保
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
「
学

校
は
楽
し
い
」「
学
校
は
意
味
の

あ
る
大
切
な
場
所
」
と
実
感
で
き

る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
と
わ
か

り
や
す
い
授
業
づ
く
り
に
組
織
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
･
０
の
時

代
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

創
る
児
童
生
徒
に
は
情
報
活
用
能

力
の
育
成
は
必
須
で
す
。
端
末
の

更
新
や
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
等
の
条
件

整
備
・
改
善
に
努
め
、
一
人
一
台

端
末
を
効
果
的
に
活
用
し
た
子
ど

も
主
体
の
学
び
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

い
じ
め
や
違
法
・
有
害
情
報
の
深

刻
化
を
踏
ま
え
、
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
取
り
組
み
、危
険
を
回
避
し
、

正
し
く
活
用
す
る
力
を
育
て
ま

す
。

　

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
が
外
国
語
に
慣
れ
親
し

み
、
主
体
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を

養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
外
国
語

指
導
助
手
を
２
名
体
制
と
し
、
さ

ら
な
る
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も

に
英
語
を
活
用
す
る
機
会
の
拡
充

を
図
り
、
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
と
異
文

化
理
解
の
促
進
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
英
語
ス
キ
ル
の
向
上

へ
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
た
め
、

英
語
検
定
試
験
の
受
験
料
に
対
す

る
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
学
校
で
学

ぶ
こ
と
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
、
社
会
的
・
職
業
的
自
立

の
基
盤
と
な
る
能
力
・
態
度
を
育

て
ま
す
。
職
場
体
験
や
社
会
人
講

話
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
魅
力
や
課
題
を
知
り
、
地

域
の
一
員
と
し
て
そ
れ
ら
に
関
わ

り
、
課
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す

る
探
究
的
な
学
び
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
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人
々
の
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ

ル
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
改
め

て
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
重

要
と
な
っ
て
お
り
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
、
主

体
的
な
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

令和６年度　教育行政執行方針

社
会
教
育

■
生
涯
教
育
の
振
興

■
家
庭
教
育
の
推
進

高
等
学
校
教
育
に
つ
い
て

■
地
域
産
業
を
担
う

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成

　

地
域
に
愛
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ

る
学
校
を
目
指
し
、
地
域
や
関
係

機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
農
業
や

食
に
関
す
る
専
門
性
を
養
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
地
域

産
業
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
生
徒

を
育
成
し
ま
す
。「
有
機
農
業
コ
ー

ス
」「
野
菜
製
菓
コ
ー
ス
」
の
２

コ
ー
ス
制
の
特
色
を
活
か
し
、
農

業
ク
ラ
ブ
活
動
や
探
究
的
な
学
び

の
深
化
、
地
域
と
連
携
し
た
体
験

的
な
学
び
等
の
充
実
を
図
り
、
社

会
に
つ
な
が
る
系
統
的
な
教
育
を

実
践
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー

や
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
や
安
全
で
安
心
な
農

業
生
産
に
取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
た
農

場
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

■
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く

主
体
的
に
生
き
る
力
の
育
成

　
「
耕
心
錬
磨
」
の
校
訓
の
と
お

り
、
豊
か
な
心
を
耕
し
、
互
い
に

磨
き
合
い
鍛
え
合
っ
て
い
く
こ
と

は
、
地
域
の
未
来
を
創
造
す
る
活

力
あ
る
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い

く
う
え
で
極
め
て
大
切
で
す
。
全

教
育
活
動
を
通
し
て
道
徳
性
の
涵

養
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
伝
統
芸
能
の
継

承
な
ど
に
関
わ
り
、
地
域
と
の
関

係
を
深
め
る
中
で
主
体
的
に
行
動

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
部
活
動
を
通
し
て
健

全
な
心
身
を
養
う
と
と
も
に
、
目

的
に
向
け
て
仲
間
と
協
力
し
て
行

動
す
る
力
や
人
間
関
係
を
構
築
す

る
力
の
伸
張
を
図
り
ま
す
。

■
自
己
実
現
に
向
か
う

進
路
指
導

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
業
見

学
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

を
図
り
、
自
己
理
解
に
基
づ
く
勤

労
観
や
職
業
観
の
育
成
に
努
め
、

自
ら
の
将
来
を
考
え
、
主
体
的
に

進
路
を
選
択
し
決
定
で
き
る
よ
う

指
導
や
支
援
を
行
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
進
路
情
報
の
提

供
と
き
め
細
か
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

努
め
る
と
と
も
に
、
進
学
希
望
の

生
徒
に
対
し
て
は
、
基
礎
学
力
向

上
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
生
徒
募
集

　

生
徒
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
学

校
訪
問
や
保
護
者
説
明
会
を
通
し

て
、
実
績
と
魅
力
あ
る
教
育
内
容

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
寮
や
各
種

助
成
制
度
の
充
実
を
積
極
的
に
発

信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
恒
常
的
な
教
育
活
動
の

充
実
に
努
め
、地
元
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
生
徒
に
選
ば
れ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

桂
長
寿
大
学
や
各
種
公
民
館
講

座
、
文
化
団
体
協
議
会
と
の
連
携

に
よ
る
「
総
合
文
化
祭
」
や
「
芸

能
発
表
大
会
」
な
ど
、
個
人
や
団

体
の
学
び
や
趣
味
の
発
表
の
場
を

提
供
し
、
豊
か
さ
や
潤
い
を
生
み

出
す
と
と
も
に
、
多
様
な
交
流
と

つ
な
が
り
の
機
会
を
広
げ
る
生
涯

学
習
活
動
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

想
像
力
・
思
考
力
等
を
育
む
読

書
は
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

ど
の
年
代
に
お
い
て
も
人
生
を
よ

り
豊
か
に
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
に

基
づ
く
新
刊
図
書
の
購
入
や
道
立

図
書
館
か
ら
の
借
入
を
行
い
公
民

館
図
書
室
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
第
４
期
真
狩
村
子
ど
も
た

ち
の
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ

き
家
庭
、
地
域
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

学
校
、
公
民
館
図
書
室
な
ど
村
全

体
で
の
読
書
活
動
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
度

か
ら
の
５
年
間
を
見
据
え
た
第
５

期
真
狩
村
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活

動
推
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
と

活
性
化
を
目
指
す
各
地
区
の
生
涯

学
習
振
興
会
へ
の
支
援
を
継
続

し
、
共
に
学
び
合
う
楽
し
さ
を
基

盤
と
し
た
各
種
事
業
の
円
滑
な
推

進
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

家
庭
教
育
は
、
全
て
の
教
育
の

出
発
点
と
な
る
も
の
で
す
。
家
族

の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
、
子
ど
も

が
基
本
的
生
活
習
慣
や
生
活
能

力
、
人
へ
の
信
頼
感
、
豊
か
な
情

操
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
、

自
立
心
や
社
会
的
マ
ナ
ー
な
ど
を

身
に
付
け
て
い
く
う
え
で
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成

長
に
合
わ
せ
た
保
護
者
へ
の
学
習

機
会
の
提
供
や
悩
み
な
ど
を
気
軽

に
話
し
合
え
る
機
会
と
場
の
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
と

保
護
者
が
一
緒
に
成
長
で
き
る
学

習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
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■
少
年
教
育
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
を
育
む
た
め
に
は
、
人

づ
く
り
の
原
点
と
な
る
体
験
活
動

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
地

域
の
人
材
や
資
源
を
活
用
し
た
体

験
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
機

会
を
提
供
し
、
異
学
年
や
異
世
代

と
の
交
流
を
広
げ
、
仲
間
づ
く
り

や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
学

ぶ
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
学
校
協
働
活
動
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
一

体
的
に
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
資
す
る
事
業
の
実
施

に
努
め
ま
す
。

　地方自治法第199条第９項の規定によって、令和５年度第３回定例監査の結果を次のとおり公表します。
　なお、本監査は真狩村監査基準に準拠して実施しました。

　　令和６年２月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真狩村監査委員　印　南　正　治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真狩村監査委員　藤　澤　祐　二

　監査結果を公表します　第 4－ 3号

■
成
人
・
高
齢
者
教
育
の
推
進

　

年
代
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
地
域

づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習

機
会
や
人
と
つ
な
が
る
こ
と
の
大

切
さ
や
生
き
が
い
・
や
り
が
い
を

高
め
る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
人
材
登
録
制
度

「
ま
っ
か
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
へ
の

新
た
な
登
録
を
呼
び
か
け
、
講
座

や
学
校
で
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
芸
術
・
文
化
の
振
興

　

文
化
財
へ
の
関
心
を
高
め
次
世

代
に
継
承
す
る
た
め
、
文
化
財
保

護
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

「
羊
蹄
ふ
る
さ
と
館
」
所
蔵
の

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
台
帳
整
備

や
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
を
図

り
、
夏
季
開
館
や
移
動
展
示
を
行

う
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
学
び

へ
の
活
用
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
芸
術
文
化
活
動
振
興
の
た
め

に
発
表
や
鑑
賞
の
機
会
の
拡
充
に

努
め
、
周
知
を
図
り
ま
す
。
無
形

文
化
財
「
浦
安
の
舞
」
に
つ
い
て

は
、
存
続
の
た
め
真
狩
高
校
の
協

力
を
得
な
が
ら
指
導
者
や
舞
姫
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
明
る
く

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
営
む
上

で
ス
ポ
ー
ツ
は
、
大
き
な
役
割
を

担
い
ま
す
。
誰
も
が
気
軽
に
活
動

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
各
種
講
習
会
や
大
会
を

開
催
し
、
技
術
と
体
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な

く
村
民
の
誰
も
が
、
と
も
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
提
供
に

努
め
ま
す
。
併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
や
少
年
団
活
動
、
学
校
部
活

動
へ
の
支
援
並
び
に
指
導
者
の
発

掘
や
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
し
、
村
民
の
皆
様
が

喜
び
を
感
じ
豊
か
な
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
に
向
け

て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

を
強
め
、
関
係
団
体
と
の
協
力
の

も
と
に
、
熱
意
を
も
っ
て
教
育
行

政
の
推
進
に
あ
た
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
村
議
会
を
は
じ
め
、
村
民

の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

む
す
び

　１．監 査 年 月 日　令和６年２月８日（１日間）
　２．監 査 場 所　真狩村役場監査室
　３．監 査 の 種 類　地方自治法第199条の規定に基づく定例監査
　４．監 査 対 象　会計年度任用職員の任用状況について
　５．監査の着眼点　各所管課における会計年度任用職員の任用状況の確認による職員の適正配置の調査
　６．監査の実施内容　総務課（総務係）にて管理する各会計年度任用職員の任用状況の一覧を提出させ、
　　　　　　　　　　  担当(総務)課長から会計年度任用職員の制度内容及び任用状況などの聴取を行った。
　７．監 査 の 結 果　今後、さらなる少子高齢化などにより人口が減ることが予想され、全国的に働き手
　　　　　　　　　　  不足が懸念され、本村でも保育所をはじめとして、短時間勤務を含む会計年度任用
　　　　　　　　　　  職員を雇用がなければ業務が進まない状況になることも予想される。昨今、国では
　　　　　　　　　　 非正規雇用労働者の給与等の改善が進められているので、給与や、勤務時間など　　
　　　　　　　　           の任用条件を改善し、必要な人員の確保が図られるよう検討を進められたい。

p2_10.indd   10 2024/04/03   14:27:34



11

北海道ふるさと応援Ｈプログラムに
採択されました

お問合せ 税務課税務係　　  ☎ 0136-45-3611
産業課畜産林務係  ☎ 0136-45-3615

　エア・ウォーター北海道株式会社様が実施する、北海
道ふるさと応援Ｈ ( 英知 ) プログラムに真狩村が採択さ
れ、役場にて認定式が行われました。
　北海道ふるさと応援 H プログラムとは、エア・ウォー
ター北海道株式会社が「北海道の持続可能な社会の実現
と地域住人の安全・安心で豊かな暮らしの実現のために、
北海道の社会課題解決に取り組んでいる市町村に寄附支
援」するプログラムです。
　真狩村は真狩高校と協働し、環境負荷軽減や農産物の
付加価値向上を目指す取組「まっかりオーガニックビ
レッジ推進事業」において、7,000,000 円の寄附をいた
だきました。交付証書を受け取った岩原村長は「真狩高
校と村の未来のため、大切に活用させていただきます。」
と感謝を述べました。

森林環境税・森林環境譲与税について

　森林環境税は、国内に住所を有する個人に対して課税される国税で、個人住民税均等割が課税される人から
令和６年度より年額 1,000 円を市町村が賦課徴収します。ただし、個人住民税の均等割は、東日本大震災復興
基本法に基づき、平成 26 年度から令和５年度まで臨時的に年額 1,000 円引き上げられていたため、新たに森
林環境税が導入されることによる負担額の増加はありません。徴収された森林環境税は、森林環境譲与税とし
て市町村・都道府県に配分されます。

■令和６年度から森林環境税（国税）の課税が始まります

　日本の森林は国土の約７割。環境保全や防災、水の浄化など、森林は様々な場面で私たちの暮らしを支えて
います。しかし、林業の採算性の低下や所有者が不明な森林の顕在化、担い手不足などにより、手入れ不足の
森林が増えています。適切な森林整備を進めるため、森林環境税の課税に先立ち令和元年度より国からの譲与
が開始されました。森林環境税による税収の全額を、私有林人工林面積、林業就業者、人口を基準として割合
に応じて分配し、市町村と都道府県に対して譲与されます。

■森林環境譲与税とは

【真狩村の取組状況】
　市町村では、間伐等の「森林整備に関する施策」や、人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発
等の「森林整備の促進に関する施策」に充てることとされています。
　令和元年に森林環境譲与税が設立されて以来、真狩村では森林の整備や林業人材の育成、担い手の確保、木
材利用の促進や普及啓発などの森林整備及びその促進などの活動を行ってきました。また、令和４年度からは
新生児誕生記念品（君の椅子）贈呈事業として活用しています。

■森林環境譲与税の活用について

p11.indd   11 2024/04/01   15:22:58
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戸籍証明書の広域交付が始まりました
　令和６年 3 月１日から、戸籍法の一部改正により本籍地以外の市区町村窓口でも戸籍証明書の交付請求が
できるようになりました。これにより、他市区町村に本籍のある戸籍を真狩村役場で取得することができます。
　なお、他市区町村を本籍とする戸籍証明書の交付は、国のシステムへのアクセスが集中している場合、即日
交付ができませんのでご了承願います。

自衛官募集に係る対象者情報の提供について

広域交付の対象となる証明書
・戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）
・除籍全部事項証明書（除籍謄本・改製原戸籍謄本）
※個人事項証明（抄本）は広域交付の対象外です。

請求できる方
・本人　・配偶者
・直系尊属（父母、祖父母など）
・直系卑属（子、孫など）
※兄弟姉妹の戸籍は請求できません。

請求に当っての注意事項
※窓口にお越しになった方の顔写真付き公的身分証明書（運転免許証、マイナンバーカード、パスポート
　など）の提示が必要です。提示いただけない場合は広域交付ができません。
※郵送や代理人による請求はできません。
※コンピュータ化されていないものなど、一部広域交付ができない戸籍もあります。
※戸籍の届出をされている場合は、本籍地での処理が終わるまで交付できません。

　村では毎年、自衛隊（自衛隊札幌地方協力本部）が自衛官募集案内を送付するため、自衛隊法等に基づき、
自衛隊に個人情報の適切な管理の徹底を求めたうえで対象者の情報を提供しています。
　令和６年度から自己の個人情報の提供（募集案内の送付）を望まない方には除外申請書を提出していただく
ことで、自衛隊へ提供する情報から除外します。詳細については下記をご確認ください。

情報提供の法的根拠

　自衛官等募集事務は、市町村の法定受託事務と定められており、自衛隊法で「都道府県知事及び市町村長は
政令で定めるところにより、自衛官及び自衛官候補生の募集に関する事務の一部を行う」と規定され、また、「防
衛大臣は、自衛官又は自衛官候補生の募集に関し必要があると認めるときは、都道府県知事又は市町村に対し、
必要な報告又は資料の提出を求めることができる」と規定されています。
　また、令和 3 年 2 月 5 日付け防衛省・総務省連名通知にて、自衛官及び自衛官候補生の募集に関して必要
な資料として、住民基本台帳の一部の写しを用いることは、住民基本台帳法上、特段の問題を生じないとされ
ています。

●対象者

　
真狩村に住民登録をしている方のうち、令和６年度に 

　18 歳及び 22 歳になる日本国籍の方
　・18 歳になる方：平成 18 年 4 月 2 日から
　　　　　　　　  　平成 19 年 4 月 1 日生まれ
　・22 歳になる方：平成 14 年 4 月 2 日から
　　　　　　　　　  平成 15 年 4 月１日生まれ
●提供する情報
　氏名、生年月日、性別、住所

●提供時期

　
令和６年５月以降

●除外申請の受付時期
　４月１日（月）～４月 30 日（火）　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●申請方法
　除外申請書を住民課窓口へ提出
※申請には本人確認書類が必要です
　除外申請書は住民課窓口にあります

お問合せ 住民課戸籍年金係　☎ 0136-45-3612

お問合せ 住民課戸籍年金係　☎ 0136-45-3612
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　後期高齢者医療加入者は、74 歳以下の特定健診と同じ項目で受診が可能です。検査は、問診、血圧、血液
検査などに加え、心電図検査、眼底検査、貧血検査を実施し、料金は 300 円です。
　年に一度、自分の健康状態を知る貴重な機会ですので、ぜひ受診してみませんか。　　
　　
　　健診日時：　5月17日（金）午前６時～ 11 時
　　申 込 先：　住民課保健係（☎ 0136-45-3612）

　※後期高齢者脳ドック事業は令和５年度で終了となりましたが、令和６年度からは、噛む・飲込む・話す
ための口腔機能の衰えや食欲の低下、低栄養（オーラルフレイル）などの予防等を目的とした「歯科健診事業」
を新たに実施します。詳細は、6 月末に、後期高齢者医療保険料の通知と共にお知らせします。

75歳以上の方へ　健康診査のお知らせ

お問合せ 住民課医療保険係　☎ 0136-45-3612

2024 年（令和６年）４月からは、トラックドライバーの時間外労働の上限を規制する「働き方改革」の
法律が適用され、現状のままの運び方が難しくなります（物流の「2024 年問題」）。すぐできる対策のひ
とつが、宅配便の再配達を減らすこと。再配達にかかる労働力を換算すると、年間約６万人分のドライ
バーの労働力に相当します。また、再配達のトラックから出る年間約 25.4 万トンの CO2 削減効果もあり
環境負荷も減らすことができます。

４月は再配達防止月間です
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建設課水道係からのお知らせ　水道・下水道の管理・使用について

３．水道・下水道のトラブルがあった場合
『真狩村指定給水装置工事事業者及び下水道排水設備指定工事店』へご連絡ください。

市町村 事業者 ・ 工事店名 住所 電話番号 水道 下水

真狩村   村上建設（株） 真狩村字真狩 15 番地 5 0136-45-2352 ○
留寿都村 （株）高橋設備工業 留寿都村字留寿都 99 番地 63 0136-46-3103 ○ ○
ニセコ町 （株）イトウ設備管工 ニセコ町字元町 79 番地 53 0136-44-2083 ○ ○

（有）高山デンキ ニセコ町字本通 140 番地 2 0136-44-2938 ○ ○
（株）佐々木配管ニセコ支店 ニセコ町字本通 178 番地 3 0136-44-3750 ○ ○

喜茂別町   梅澤設備工業（株） 喜茂別町字喜茂別 275 番地 3 0136-33-2278 ○ ○
（株）北海建業 喜茂別町字相川 84 番地 0136-33-2139 ○ ○

倶知安町 （株）リビング梅田 倶知安町北 1 条西 2 丁目 0136-22-1582 ○ ○
  本田興業（株） 倶知安町字八幡 439 番地 1 0136-22-0198 ○ ○
（合）合田産業 倶知安町北 1 条東１丁目２番地 16 0136-22-6540 ○
　正建設備（株） 倶知安町北３条東 11 丁目１番地１ 0136-55-6398 ○

蘭越町 （有）長澤設備 蘭越町字大谷 295 番地 0136-57-5503 ○ ○
岩内町 （株）進栄 岩内町字東山 27 番地 2 0135-62-4564 ○
洞爺湖町 （株）ゴウダ 虻田支店 洞爺湖町字入江 224 番地 28 0142-76-5254 ○ ○
伊達市 （株）サガエ設備 伊達市上館山町 228 番地 0142-82-6334 ○ ○
余市町 （株）高橋配管設備 余市町黒川町７丁目 78 番地 0135-22-5571 ○ ○
小樽市   山吹商工 ( 株 ) 小樽市入船５丁目 24 番 7 号 0134-24-1717 ○ ○
室蘭市 （株）小島商事 室蘭市母恋北町２丁目 7 番 4 号 0143-22-9091 ○ ○

  三栄設備（株） 室蘭市東町１丁目 6 番 30 号 0143-45-4822 ○ ○
苫小牧市   朝陽工業（株） 苫小牧市北星町２丁目 28 番 27 号 0144-68-2855 ○
札幌市 （株）コスモテック 札幌市厚別区厚別西３条５丁目 5-15 011-398-8340 ○

（株）丸雄設備 札幌市東区太平 12 条４丁目 8 番 13 号 011-769-0950 ○ ○
（株）溝淵建設 札幌市北区西茨戸５条 1 丁目 2 番 17 号 011-774-2754 ○ ○
（株）オカダ 札幌市北区新琴似６条 16 丁目 4 番 15 号 011-761-3668 ○ ○
（株）岡田住設 札幌市北区新琴似６条 14 丁目 4 番 13 号 011-792-1090 ○ ○
（同）ＡＹＭＨ 札幌市中央区南 22 条西９丁目 011-676-4604 ○
（株）グリット 札幌市東苗穂３条１丁目 18 番 5 号 011-788-7365 ○ ○
  熊谷住設 札幌市白石区栄通９丁目 6 番 8 号 201 011-854-7803 ○

排水設備の維持管理は個人負担です

お問合せ 建設課上下水道係　☎ 0136-45-3617

１．水道メーターの検針にご協力ください

（１）水道メーターボックスはいつも清潔にし、上に物を置かないでください。
（２）犬はメーターボックス（メーター）から離してください。 

２．下水道は大切に正しく使いましょう

（１）台所に油を流したり、トイレにトイレットペーパー以外のものを流さないでください。
（２）汚水ますに雨水や廃油、また、石油・シンナー・ペンキなどの危険物は絶対に流さないでください。
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君の椅子プロジェクト

　真狩村の新生児に「生まれてくれてありがとう　君の居場所はここにあるからね」という想いを伝える
ため、令和４年度から真狩村の新生児に「君の椅子」を贈る事業を行っています。
　誕生後に製作を開始する名前入りの椅子は、これまで 25 組の親子にお贈りしました。
　健やかな成長を心よりお祈りしています。

11 月 12 日生まれ　富樫　椋
むく

ちゃん11 月    1 日生まれ　長船　美
み な み

波ちゃん

　

まっかりカーボンニュートラル通信　　 vol.23
　　真狩村地域再エネ導入戦略を策定

真狩村再生可能エネルギー
利活用検討会の宮崎会長

　真狩村では、令和 4 年３月に 2050 年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す
「ゼロカーボンシティ」宣言を行い、村民、事業者、行政が一体となって地球環

境に配慮した持続可能なまちづくりに取り組むこととしています。脱炭素社会の
実現に向け、地域の温室効果ガスの将来推計を踏まえた再生可能エネルギーの導
入目標や地域の将来ビジョンを示すため、令和６年２月に「真狩村地域再エネ導
入戦略」を策定しました。
　本戦略にあたり、二酸化炭素の削減に向けて都道府県別のエネルギー消費統計
の按分に、村内アンケートの実施結果を踏まえ算出した真狩村のエネルギー消費
量の総計は 104,989MWh（メガ・ワットアワー）であり、部門別では農林業、
貨物自動車、家庭の順で消費量が多く、３部門の合計で全体の約 75％を占める
結果となりました。
　この結果を踏まえ、本戦略では国の脱炭素シナリオをベースに、さらに二酸化
炭素の削減を進める「重点プロジェクト」の検討及びロードマップを作成し、
2050 年にゼロカーボンを達成するための中期・長期の目標を策定しました。
　ゼロカーボンシティの実現に向けて、村民・事業者の皆様とともに村一丸となっ
て取組を推進していくことが必要となりますので、ご理解とご協力をお願いいた
します。詳しくは、村ホームページよりご覧ください。
　https://www.vill.makkari.lg.jp/gyosei/keikaku/saiene/
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森　

龍
馬
（
企
画
情
報
課
商

　

工
観
光
係
長
兼
環
境
衛
生
係
）

■
藤
田　

侑
季
（
認
定
こ
ど
も
園

　

ま
っ
か
り
保
育
所
保
育
係
）

■
総
務
課
総
務
係
主
査

　

萬
年　

博
文
（
教
育
委
員
会
公
民

　

館
主
査
兼
総
務
係
兼
学
校
教
育
係
）

■
後
志
広
域
連
合
へ
派
遣

　

萬
年　

博
文
（
総
務
課
総
務
係

　

主
査
）

■
北
海
道
へ
派
遣

　

折
内　

美
都
（
総
務
課
総
務
係

　

主
査
）

４
月
１
日
付

■
住
民
課
長

　

秋
山　

秀
敏
（
総
務
課
参
事
・

　

後
志
広
域
連
合
派
遣
）

■
税
務
課
長

　

北
野　

一
志
（
農
業
委
員
会
事

　

務
局
長
兼
農
地
係
長
）

■
産
業
課
長

　

松
枝　

主
範
（
住
民
課
長
）

■
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長

　

谷
口　

泰
之
（
総
務
課
総
務
係

　

長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

谷
口　

安
（
会
計
管
理
者
・
出

　

納
室
長
）

■
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
総
務

　

係
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　

高
橋　

和
義
（
税
務
課
長
兼
固

　

定
資
産
税
係
長
）

■
総
務
課
総
務
係
長
併
任
選
挙
管

　

理
委
員
会
書
記

　

藤
本　

篤
（
住
民
課
医
療
保
険

　

係
長
兼
保
健
係
）

■
総
務
課
財
政
係
長

　

筒
井　

靖（
住
民
課
福
祉
係
長
）

■
企
画
情
報
課
企
画
情
報
係
長
兼

　

環
境
衛
生
係

　

野
村　

稔（
総
務
課
財
政
係
長
）

■
企
画
情
報
課
商
工
観
光
係
長
兼

　

環
境
衛
生
係

　

久
保　

光
司
（
教
育
委
員
会
社

　

会
教
育
係
兼
学
校
教
育
係
）

■
住
民
課
福
祉
係
長

　

田
中　

秀
昌
（
企
画
情
報
課
企

　

画
情
報
係
長
兼
環
境
衛
生
係
）

■
住
民
課
医
療
保
険
係
長
兼
保
健

　

係

　

加
藤　

久
靖
（
産
業
課
農
政
係

　

長
兼
畜
産
林
務
係
）

■
住
民
課
保
健
係
長

　

白
川　

え
り
香
（
住
民
課
保
健

　

係
主
査
）

■
住
民
課
保
健
係
主
査

　

小
野
寺　

紀
代
美
（
住
民
課
保

　

健
係
長
）

■
産
業
課
農
政
係
長
兼
農
業
振
興

　

係
長

　

西
川　

美
暁
（
産
業
課
農
業
振

　

興
係
長
兼
農
政
係
）

■
産
業
課
畜
産
林
務
係
長

　

高
橋　

謙
治
（
建
設
課
上
下
水

　

道
係
長
）

■
建
設
課
上
下
水
道
係
長

　

林　

大
理
（
建
設
課
上
下
水
道

　

係
兼
土
木
建
築
係
）

■
総
務
課
総
務
係
兼
財
政
係
併
任

　

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　

松
山　

春
菜
（
新
採
用
）

■
企
画
情
報
課
企
画
情
報
係

　

鷹
島　

春
香
（
北
海
道
よ
り
派

　

遣
）

■
企
画
情
報
課
企
画
情
報
係

　

黒
田　

大
誉
（
産
業
課
農
政
係

　

兼
畜
産
林
務
係
併
任
農
業
委
員

　

会
農
地
係
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

（
４
月
１
日
採
用
）　

ま
っ
か
り
保
育
所
保
育
係

　

黒
川　

紫
侑　

総
務
課
総
務
係
兼
財
政
係

　

松
山　

春
菜　

■
税
務
課
固
定
資
産
税
係
兼
税
務

　

係
兼
出
納
室
出
納
係

　

荒
井　

怜
（
企
画
情
報
課
企
画

　

情
報
係
兼
商
工
観
光
係
）

■
産
業
課
畜
産
林
務
係

　

大
澤　

樹（
北
海
道
よ
り
派
遣
）

■
産
業
課
農
業
振
興
係

　

八
丁　

幸
一

■
建
設
課
上
下
水
道
係

　

半
澤　

樹
麻
（
税
務
課
固
定
資

　

産
税
係
兼
税
務
係
兼
出
納
室
出

　

納
係
）

■
認
定
こ
ど
も
園
ま
っ
か
り
保
育

　

所
保
育
係

　

黒
川　

紫
侑
（
新
採
用
）

■
農
業
委
員
会
農
地
係

　

山
内　

綾
香
（
総
務
課
総
務
係

　

兼
財
政
係
併
任
選
挙
管
理
委
員

　

会
書
記
）

■
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
兼
公

　

民
館
主
事
兼
学
校
教
育
係

　

大
元　

征
哉（
建
設
課
管
理
係
）

■
教
育
委
員
会
総
務
係

　

釜
野　

克
己（
定
年
前
再
任
用
）

■
給
食
セ
ン
タ
ー
事
務
主
査
兼
運

　

転
手

　

山
崎　

正
一
（
建
設
課
土
木
係

　

長
）
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◆
真
狩
高
等
学
校

　

教
頭　

中
村　

地
平

　
（
北
海
道
帯
広
農
業
高
校
）

　

教
諭　

沼
田　

美
由
紀

　
（
北
海
道
千
歳
北
陽
高
校
）

◆
真
狩
小
学
校

　

教
頭　

岡
田　

亜
希
子

　
（
真
狩
村
立
真
狩
小
学
校
）

　

教
諭　

奥
村　

崇
人

　
（
小
樽
市
立
稲
穂
小
学
校
）

　

教
諭　

天
山　

雄
太

　
（
余
市
町
立
黒
川
小
学
校
）

　

教
諭　

伊
藤　

華
奈
子

　
（
島
牧
村
立
島
牧
小
学
校
）

　

教
諭　

荒
澤　

由
起

　
（
新
採
用
）	

　

教
諭　

中
井　

悠
弥

　
（
新
採
用
）

　

栄
養
教
諭　

中
邨　

瑛
子

　
（
共
和
町
立
東
陽
小
学
校
）

　

期
限
付
教
諭　

島
村　

美
峰

　
（
岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校
）	

◆
真
狩
中
学
校

　
教
諭　

髙
野　

佑
哉　

　
（
神
恵
内
村
立
神
恵
内
中
学
校
）

　
　

教
諭　

武
田　

圭
史

　
（
新
採
用
）

　

期
限
付
教
諭　

徳
田　

智
裕

　
（
留
寿
都
村
立
留
寿
都
中
学
校
）

　

期
限
付
教
諭　

萩
田　

駿
介

　
（
新
採
用
）

先
生
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
真
狩
小
学
校

　

教
頭　

佐
々
木　

由
佳　

　
（
函
館
市
立
中
の
沢
小
学
校
）　

　

教
諭　

鎌
田　

比
呂
史

　
（
ニ
セ
コ
町
立
近
藤
小
学
校
）

　

栄
養
教
諭　

酒
井　

さ
ゆ
り

　
（
留
寿
都
村
立
留
寿
都
小
学
校
）

　

教
諭　

佐
々
木　

紘
子

　
（
退
職
）

　

教
諭　

髙
野　

秀
樹

　
（
任
期
満
了
）

　

期
限
付
教
諭　

高
橋　

由
香

　
（
任
期
満
了
）

　
◆
真
狩
中
学
校

　

教
諭　

遠
藤　

友
美
恵

　
（
室
蘭
市
立
室
蘭
西
中
学
校
）

　

教
諭　

芦
田　

城
彰

　
（
島
牧
村
立
島
牧
中
学
校
）

　

教
諭　

小
見　

睦

　
（
ニ
セ
コ
町
立
ニ
セ
コ
中
学
校
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　 

※
（
　
）
は
前
任
地

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
※
（
　
）
は
後
任
地

◆
真
狩
高
等
学
校

　

教
頭　

稲
井　

圭
一

　
（
北
海
道
別
海
高
校
）

　

教
諭　

鹿
田　

郁
子

　
（
北
海
道
千
歳
北
陽
高
校
）

　

実
習
助
手　

沖
口　

菜
月

　
（
退
職
）

　

講
師
（
舎
監
）
望
月　

虎
太
郎

　
（
退
職
）

　

講
師
（
舎
監
）
竹
内　

颯
太

　
（
退
職
）

お問合せ 倶知安地域事務所　☎ 0136-23-3540

自衛官を募集します

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

一般曹候補生
（第１回）

採用予定月の１日現在、
18 歳以上

33 歳未満の者
３月１日～５月６日

１次試験
５月 19 日～ 28 日

※いずれか１日を指定されます

令和６年度採用の自衛官

※状況により試験日等の変更の可能性があります

ゴールデンウィーク当番病院
倶知安厚生病院
夜　間：午後５時～午後９時）
土曜日：午後０時～午後５時）
休日：午前９時～午後５時
救急・急病…24 時間対応

（倶知安町北４条東１丁目   ☎ 0136-22-1141）

ゴールデンウィーク歯科当番病院
５月３日　喜茂別歯科　　 ☎ 0136-31-2511
５月４日　ニセコ歯科　　 ☎ 0136-43-2225　
５月５日　ロイヤル歯科　 ☎ 0136-22-5585
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姉妹都市交流２／７

　今年も、姉妹都市の香川県観音寺市との交流事業と
して小学生の図画・習字の展示を真狩小および公民館
で行いました。
　今回は観音寺小、高室小、伊吹小児童の作品が届き、
小学校でも展示されました。観音寺市では中央図書館
にて真狩小児童の作品が村の紹介とともに展示され、
多くの市民の方に見ていただきました。

４年ぶり！芸能発表大会２／ 18

　村文化団体協議会（福田恵子会長）主催の「真狩村
芸能発表大会が公民館で４年ぶりに開催されました。
　特別出演の真狩中学校全校生徒の合唱で幕を開け、
真鶴会によるカラオケや舞踊、真狩小の児童によるダ
ンスやリコーダー演奏などが発表されました。
　文化団体協議会設立 50 周年を記念した特別ステー
ジもあり、会場は大いに盛り上がっていました。

全日本スノーモビル選手権２／４

　光地区の特設コースにて、全日本スノーモビル選手
権真狩大会が開催され、村内外からの選手とファンが
真狩村に集結しました。
　迫力あるエンジン音が響き、コースには雪煙が立ち
上り、会場は熱気に包まれました。村からは SX-PRO
クラスに藤川淳さん（字光）、スノークロス 200 クラ
スに藤江紫文さん（真小３年）らが出場しました。

　二次元コードのある記事は、ブログでも紹介しています

ボッチャで交流３／２

　村民大運動会に代わる新たな行事として「村民レク
リエーション大会」（村教委主催）を初開催し、約 30
人がパラリンピックの正式種目でもある「ボッチャ」
に挑戦しました。チームに分かれ、幼児から 70 代ま
での多世代が交流しながらゲームを楽しみ汗を流しま
した。
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卒業おめでとうございます

▲真狩高校（３/１）▲真狩中学校（３/15）

▲真狩小学校（３/19）

　卒業を控えた小学６年生、中学３年生を対象に、レ
ストラン・マッカリーナさんのご厚意で今年も食育の
授業が行われました。６年生は味覚の五味を意識した
料理で多彩な味に触れ、中学生はフルコース料理を食
べながら基本的なテーブルマナーを学びました。児童
生徒たちは「最後にみんなで美味しい料理が食べられ
て幸せ」と、笑顔で話していました。

マッカリーナでおいしい授業３／ 11
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■開館　火～金曜日
　　　　午前９時～午後９時
　　　　土・日・祝日
　　　　午前９時 30 分～午後６時 
■貸出　１人１０冊、１４日間

公 民 館 図 書 室 だ よ り

　２月 20 日に公民館にてスポーツ表彰式を開催しました。真狩村スポーツ
表彰は、本村のスポーツ振興に貢献された方及び１月１日から 12 月 31 日
までに行われた各種スポーツ大会に出場し優秀な成績を収めた個人・団体
に、その功績をたたえて表彰するものです。

おすすめの本

「烏は主を選ばない」　阿部 智里

　人間に転生できる八咫烏（やたがら
す）一族の異世界ファンタジー。
　２巻目の本作から本編がスタート。
少年「雪哉」の成長と八咫烏一族の戦
いに引き込まれる。又、登場人物達の
様々な感情に切なくもなる。
　中高生から大人までオススメ！

図書室の新しい本
◆◇◆　文　芸　◆◇◆

「数学の女王」　伏尾 美紀
「スピノザの診察室」　夏川 草介
「みどりいせき」　大田ステファニー歓人
「ブラック・ショーマンと覚醒する女たち」

東野 圭吾
「観測者の殺人」　松城 明
「シャーロック・ホームズの凱旋」　森見 登美彦
「成瀬は信じた道をいく」　宮島 未奈

◆◇◆　絵本・児童書　◆◇◆
「サメすご図鑑」　佐藤 圭一
「おすしがあるひたびにでた」　田中 達也
「ひなだんとんとことーん」　おおい じゅんこ
「やさいさん」　tupera tuera
「たっちだいすき」　聞かせ屋。けいたろう【文】

／ひろかわ さえこ【絵】

◆◇◆　その他　◆◇◆
「しんどい毎日を手放す「心の回復力」の高め方」

 上野 恵利子
「うたまるごはんのかんたん親子ごはん」

うたまるごはん【著】／北嶋 佳奈／淵江 公美子
「十勝ひとりぼっち農園（14）５年目の春・夏」

 横山 裕二
「税金で買った本（10）」　ずいの／系山 冏
「体力アップ１年生」　たかぎなおこ

令和５年度真狩村スポーツ表彰式

　村では、赤ちゃんから絵本の読み聞かせを通じて、豊かな心を育み親子のふれ
あいを深める「ブックスタート」に取り組んでいます。ブックスタート実施時に、
絵本の読み聞かせを行うボランティア「すくすくぶっくの会」の会員を募集して
います。赤ちゃんとお父さんお母さんが過ごすあたたかく優しいひとときを一緒
に応援しませんか。読み聞かせの経験がなくても大丈夫！興味のある方は社会教
育係（TEL45-3336）へご連絡ください。

  ブックスタートボランティア募集

　ちなみに、今年 4 月からアニメ化
され、テレビ放映の予定です。

■スポーツ栄誉賞
　神　幸太朗（早稲田大 1 年／クロカン）
■スポーツ賞
　真狩高校男子バレーボール部
　佐々木　大膳（真狩中１年／クロカン）
　佐々木　はな（真狩中令和４年度卒業／クロカン）
　佐々木　 優   （真狩中令和４年度卒業／クロカン）
　佐伯　眞之介（真狩中令和４年度卒業／アルペン）

■スポーツ奨励賞
　真狩バレーボール少年団
　真狩野球スポーツ少年団
　真狩中学校バレーボール部
　真狩中学校野球部　　　　　　　　　（敬称略・順不同）
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こんにちは！保健係です

風しんの抗体検査・予防接種のお知らせ

　風しんの追加的対策として、定期接種の機会がなかった昭和37年４月２日～昭和54年４月１日

生まれの 男性 を対象に、風しんの抗体検査と予防接種を無料で実施しています。

　本事業は令和６年度で終了予定ですので、まだ受けていない方はこの機会に抗体検査を受けましょう。　

お問合せ 　住民課保健係　☎ 0136-45-3612

発信★子育て支援情報 月～金曜日（年末年始、祝日を除く）
・あそびのひろば　午前10時～午後４時
・子育て相談　午前８時45分～午後５時30分
☎0136-45-2181　FAX 0136-45-3528
e-mail sien_yuyu@vill.makkari.lg.jp

真狩村地域子育て支援センター「ゆうゆう」

子育て支援センターゆうゆうの
LINE 公式アカウント
お友達登録をお願いします♪

子育て講座について

　２月15日、子育て支援セン
ターゆうゆうにて、真狩村子ど
もたちの読書活動推進委員によ
るおはなし会を開催しました。
　大型絵本や親子のふれ合い遊
び、体を動かしながら読む絵本
などを親子で楽しみました。

　＊抗体検査・予防接種を実施している医療機関については、厚生労働省ホームページでご確認ください

特定健診　胃がん検診　肺がん検診　大腸がん検診
肝炎ウイルス検査　喀痰検査　前立腺がん検診 *　ピロリ菌検査 *　
　
と　き：5 月 17 日（金）午前６時～午前１０時３０分
　ところ：保健福祉センター

セット健診の申し込みはお済みですか？

今年度も親子でつながり、みんなで
育ち合う支援センターを目指してい
きます。講座やイベントにもぜひご
参加ください。

＜事業の流れ＞

村からクーポン券が届く 医療機関 * で
抗体検査を受ける

（抗体価が低かった場合）
予防接種を受ける➡ ➡

（＊全額自費のオプション検査です）
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【１１９番通報は落ち着いて】
　①町村名から正しい場所を伝えてください
　　　町内会などの名称では正確な出動場所の聴取に時間がかかる場合があります。
　②直接１１９通報してください
　　　最寄りの消防署支署の代表番号へ通報すると、出動が遅れることがあります。
　③司令センターからの質問には可能な限り答えてください
　　　病院手配のための必要な情報です。また、通報段階でドクターヘリを要請できれば早期に高度な医療
　　　  を受けられる場合があります。

　４月 20 日～４月 30 日までの 12 日間、令和６年「春の火災予防運動」
が全道一斉に実施されます。
　空気が乾燥し強い風が吹くこの季節は、火災が発生しやすくなります。
火災発生の多くは不注意によるものです。火の取り扱いには十分に注意
し、火災の発生を未然に防ぎましょう。火の用心をお願いします。

消防署からお知らせ

お問合せ 消防本部司令センター☎ 0136-22-2822

　春は気温も高くなり、冬の間雪に埋もれていた草木が姿を現します。しかし、春は空気が乾燥して山火事の
発生が多い季節でもあります。
　気象台では空気が乾燥しているときに「乾燥注意報」を発表しています。「乾燥注意報」を発表していると
きや風が強いときは火災が発生したり、燃え広がったりしやすくなります。
春は山菜採りなどで山林に入る機会も増えてきますので、「乾燥注意報」が発表されているときは、火の取り
扱いに特に注意してください。

春は乾燥するので山火事などに注意

お問合せ 札幌管区気象台　☎ 011-611-0170

気象庁マスコットキャラクター「はれるん」は
20 周年を迎えます

警報・注意報

羊蹄山ろく消防司令センターからお知らせ

お問合せ 真狩支署予防係　☎ 0136-45-2319

　羊蹄山ろく管内７か町村からの１１９番通報は消防本部司令センターで一括受理しています。令和５年中は
4,699 件 ( 前年比 1,308 件増）の１１９番通報を受理しました。年々通報件数は増加傾向にあります。同様に
救急出動も 2,347 件（前年比 219 件増）となっています。
　「病院に行きたいけれどタクシーがない」「熱が出てだるい」「手や足の擦り傷、捻挫」など自力歩行できる
軽傷の救急出動件数が増加しています。ただし、「胸痛」「手足のまひ・しびれ」「ろれつが回らない」「突然の
激しい頭痛」等の症状は迷わず１１９番通報してください。軽度の救急事案が、重傷の救急事案を大きく上回
っています。救急車の適正利用をお願いします。
　また、聴覚障害をお持ちの方からは、ＦＡＸ１１９及びＮＥＴ１１９も司令センターで受け付けています。
ご利用には登録が必要です。広報折込のＦＡＸ送信用紙をご確認ください。
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希
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順
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す
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会場・時間 日　　程

後志労働福祉センター
（倶知安町）

４月 24 日、５月 22 日、６月 19 日、
７月 24 日、８月 21 日、９月 18 日、
10 月 23 日、11 月 13 日、12 月 18 日、
１月 22 日、２月 19 日、３月 26 日

午後１時から
午後５時まで

岩内地方文化センター
（岩内町）

４月 25 日、５月 23 日、６月 20 日、
７月 25 日、８月 22 日、９月 19 日、
10 月 24 日、11 月 14 日、12 月 19 日、
１月 23 日、２月 20 日、３月 27 日

午前９時から
午後１時まで

出
張
年
金
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

倶知安警察署真狩駐在所  ☎ 45-2110

真狩駐在所
　こたけさんのつぶやき

　まっかり安全隊
　令和５年度活動結果報告

　・防火啓発と登山道クリーン作戦
　・消防見学と放水体験
　・環境省を招いて自然学習会
　・高齢者への絵手紙作成と訪問
　・地域防災講習会
　・羊蹄園での除雪ボランティアと交流会
　・絵本作家読み聞かせ会でボランティア
　今年度は、命の大切さを学ぶ「ひまわりの絆プロ
ジェクト」や防犯演劇などを企画しています。
　是非、お子さんと一緒にご参加ください。

　

時場申 対 令
和
６
年
度
調
理
師
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

問

　ご寄附ありがとうございます

（企業版ふるさと納税）
　２月 29 日　
　ホクレン農業協同組合連合会　様

　　　　　　金　1,000,000 円
　真狩村まち・ひと・しごと創生事業に活用させて

いただきます。誠にありがとうございました。
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こんにちはよろしく いつまでもお幸せに   世帯と人口ご冥福をお祈りします
前月末比

広報まっかりは FSC® 認証紙で印刷しています。

（ ３月 31 日現在 ）

しりべし弁護士相談センター

行政への苦情は行政相談委員へ
　行政とのパイプ役を務めておりますので、行政に対す
る苦情や要望、困っていることなどがございましたら、
お気軽にご相談ください。
　　　　　　  真狩村行政相談委員  遠藤美也子

真狩村字真狩 44 番地 37（TEL45-2764）
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狩
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後志地域のみなさんの法律相談をお受けします
   ４月の相談日程

3 日（水）・10 日（水）・17 日（水）・24 日（水）
   ５月の相談日程
1 日（水）・8 日（水）・15 日（水）・22 日（水）・29 日（水）

　○事前予約制　
　○予約受付　平日午前 10 時～午後４時
　○電話　0135（62）8373

世帯　     ９９５戸 (＋13)

人口　１，９４７人 (± ２)

（男）    １，００９人 (＋12)

（女）    　  ９３８人 (－ ９)

緑　岡　佐々木　好夫
               ２/29 （82歳）

ご利用ください
ようてい地域消費生活相談窓口

相談専用電話 0136 - 44 - 1600
平日   午前８時 40 分～午後５時 15 分

悪徳商法や商品の安全性などのご相談に
専門相談員が対応します。お気軽にご相
談ください。（従来どおり役場総務課総
務係でも相談できます。）

緑　岡　　代田　雷
らいぞう

蔵　
３/４（翔士）

桜　川　　木谷　百
も も か

花　　　
　　  　　 　        ３/７（一也）

　光　　藤森　紀匡
　光　　小原　紗耶      2/11

真　狩　大元　征哉 
留寿都村　近藤　美来      2/11

広報まっかりでは、村内の四季や日常を切り
取った写真を募集しています。
　【お問合せ・投稿】企画情報課企画情報係
　   　    kikaku@vill.makkari.lg.jp

卒園おめでとう！
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